「ゆかしく 凜々 しく」 

臣道 実践と いふ ことが、 大政 翼賛 運動の 精神と して 

示されて ゐ ますが、 これ は、 日本国民の 当然 践み行 ふ 

べき 道 を、 老若男女 を 問 はず、 職業の 如何に 拘ら ず、 

忠実に 守って、 それぞれ 分に 応じて 精 いっぱい 自分の 

力 をお 国の ために 捧げる とい ふこと であります。 

ところで、 私 は、 この 言葉 を、 た > 「働け、 働け」 

とい ふ 意味に とりた くはありません。 十分な 働き をす 

るた めに は、 まづ 仕事の しかたが 上手で なければ なり 



人前で えら さうな こと を 云 つたり する ことで はなく、 

昔から われわれの 祖先が それによ つて 「人と して」 の 

値 打 を 示した 「ゆかし さ」 と 「凜々 しさ」 であります- 

当節、 いろいろな 人が、 いろいろな 教へを 説いて ゐ 

ますが、 私 はなに もむ づ かしい こと は 云はなくて も 

い、、 日本人 は、 男 も 女 も、 ひとしく、 日本人と して 

「ゆかしく」 「凜々 しく」 あれと だけ 申したい ので あり 

ます。 これ こそ、 わが 日本人の 真の 矜り であり、 われ 

ら 臣民と して 大御 心に そふ 誠の しるしで あると 信じ ま 



平和 裡 にこれ がで きなければ ならない。 若し それに 成 

功 しないと したら、 まだ 国民の 総力 を 発揮した ことに 

ならない のであります。 日本が 貧乏 だとい ふこと は、 

われわれに とって 宿命的な もの、 やうに 考 へられて ゐ 

ましたが、 もっと 精神的な 工夫 努力 を 払へば、 当然、 

必要な だ け 国 を 富ま すと いふ ことが 可能な わ けで あり 

ま ^9 

日本が いつまでも 貧乏で あると いふ 原因の 一 つと し 

て、 濫費 癖と いふ ことが 考 へられます。 例へば 今、 米 

が 不足 だとい ひます が、 日本人 はどう も 来 を 食 ひすぎ 

る やう で す。 漬物が うまい からもう いっぱい、 お 茶づ 



けで もういつ ぱい、 炊きた ての 御飯 だからもう いっぱ 

いとい ふ 風に、 満腹 感を 感じなければ 満足し ない。 し 

かし 栄養 方面から 云へば、 腹い つ ぱい 喰べ たからと 云 

つて、 それでい いと は 云へ ない のです。 さう いふ こと 

に 心 をつ かへば、 来の 消費が 半減で きる のぢ やない か 

と 思 ひます。 かう いふ こと は、 訓練 すれば できる と 思 

ふので す。 例へば 兵隊が 入営した 当初 は、 腹が すいて 

仕方がな いが、 一 月 もた てば 与 へられた 分量で 十分に 

なるとい ふやう に、 訓練 次第で なんとか できる と 思 ひ 

ま ^9 

仕事の 仕方な どに しても、 非常に 永い 間 机に かじり 



ついて をり ますが、 能率 は あがらない。 さう 考へ てく 

ると、 どうしても 貧乏で なければ ならぬ 原因、 とい ふ 

より、 貧乏で あると いふ ことの 責任 は、 国民 すべてが 

負 はなければ ならぬ と 思 ふので すが、 これ を 納得の ゆ 

くやう に 説明して 全体の 運動に して 行かなければ なら 

ない のであります。 

生活の 精神と 技術 

この間、 ヒット ラ— • ュ— ゲン トが 来て、 高等学校 

の 寮 をみ せた ところ、 ヒット ラ—. ュ ー ゲン トは 驚い 



できない、 何よりも 勉強 だ、 仕事 だ、 とい ふ 精神が 日 

常 生活に 対する 配慮 を 軽視させる 結果 を 生んで ゐ る。 

従って 現代の 日本人 は 計画的な 生活 を 営む 技術 を 全く 

忘却し、 自分で は、 さう いふ ことに 気がつかずに、 た y 

ぎごちない 生活から 来る 焦燥 感を 絶えず 味って ゐ る。 

一般の 家庭生活と いふ やうな もの も、 男性の 多くから 

は、 私生活と して 軽く 扱 はれ、 女性の みが あくせくと 

消極的な 心の 配り 方 をして ゐる に過ぎない。 かう いふ 

生活の 中から は、 ほんた うに 充実した 仕事 は 生れない 

のです。 まして、 豊かな 国民 文化と いふ やうな もの は 

育つ わけが ありません。 現代の 日本人 は、 それでも 金 



が 出来たり、 年 をと つて 閑に なったり すると、 幾らか 

は 自分の 生活 を 顧みて、 一種の 修繕工 事に 取り かゝる 

のです が、 これが 多く は、 例の 他愛 もない 道楽になる 

のであります。 

現代 社会 の あらゆる ところに 唾棄す ベ き 悪趣味が 氾 

濫 して ゐ るの は、 多く はこ、 に 原因が あると 思 ひます _ 

生活 を 精神と 技術と いふ ものに 分けて 考 へます 時、 

先づ 生活 精神と は、 これ を 生活 観と いひ 換 へても よい 

のです が、 われわれ 日本人 はいかに 生くべき かとい ふ 

国民と しての 一 つの 心 構へ であります。 いふまで もな 

く、 われわれが 日本と いふ 国に 生れた とい ふこと はこ 



てゐる こと は 勿論で ある。 

国民の 生活が 高い 道徳と 必要な 知識と、 健 かな 趣味 

とに よって 貫かれて ゐ たなら ば、 もう それで、 理窟な 

しに、 一 流の 文化 国で あり、 しかも、 同時に それが 国 

家 目的に 副 ふやう に 組織され、 訓練され てゐ さへ すれ 

ば、 所謂、 高度 国防の 機能 を 完全に 果し 得る の だと 思 

ヽ o 

即ち、 か、 る 「生活」 は、 勤労 を 最も 能率 化し、 風 

俗 を 醇化し、 精神 肉体と もに 潑剌 たる 国民 を 作り あげ 

るので ある。 

「生活」 に はいろ いろの 面が あって、 衣食住 だけ を 取 



ら どうで あらう。 「たしな み」 とい ふ 言葉が、 新鮮な 内 

容を 以て、 われわれの 生活の なかに 蘇って 来れば ぃゝ 

ので ある。 

生活の 科学 化と い ふ 近頃 の 流行語 は、 どうかす ると、 

生活 改善の 一 面 だけ を 特に 主張す る やうに とれて、 私 

は 少し 気になる。 生活の 科学 化と 同時に、 その 倫理 化 

と 芸術 化が 並行して 考 へられなければ、 決して、 われ 

われが 理想と する 目標に 到達す る こと はで きないので 

ある。 つまり、 この 三 点から 生活の 新しい 体制 をう ち 

立てる ことが、 偉大な 歴史 を 通じての 日本人の 「たし 

なみ」 なので ある。 (昭和 十六 年 五月) 
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